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英國ローヤル天文學會賞牌受領者

　英國のロ1ヤル天文學會（Royal　Astronomical　Socie亡y）は全世界の天文學會

の中で最も灌威あるもので，今より約一百年前，ヰリアム・ノ・1シェルを其

の第一次の會長として成立した．其の創立の初めから，ひろく天文學會の功

勢者を，短年一人又は寄人づN表賞するため名碧の賞牌を贈り，其の三門の

引揚では會即自ら共の賞を贈られる覇者の學業を演読することになってみ

る・過去一百年以上にわたり，かうして表彰された各時代の學者たちの名を

見ると，それが全く天文學の進歩を物語ってみるやうで興味は深v・・

1823年6月13日，C・ババiジー金牌（計藪表の印刷機の登明のために）

　　　　　　　　J．F．エンケー金牌（エンケ彗星の研究に封し）

　　　　　　　　C・リユムカJ一銀牌（1822年にエンケ彗星を再襲見せしため）

　　　　　　　　J．Lポンー銀牌（1822年に二つの彗星を登見せしため）

1826年2月7日，∫・EW・ノ・】シエノレー金牌（多重星の研究ec　￥tして）

同　年2月10日，W．ストノレ1フエー金牌（多重星の研究に摩して）
1827年2月2日，F．　．ミイリ　　金：牌（2881f固の星の表に翻して）

　　　　　　　　W．S．ストラトフオドー銀牌（2881星の表の計算に封して）

同　年2月5日，M．ボiフオイ大佐　　銀牌（木星の衛星の蝕の観測研究について）

1828年1月11日，T．M．ブリスペイン　　金牌（パラマタ天文奎の創立及び槻測に醤し）

　　　　　　　　J・ダンロプー金1牌（南牛球の星雲の槻測にi封し）

同　年2月4日，ミス．C．ノ・1シエルー金牌（サi・ヰリアム・ノ・iシェルの登見せ

　　　　　　　　　　　る星雲の整理に毒し）

1829年1月9日，W・ピアソン師一金牌（其の著し實地天球學入門「に志し）

　　　　　　　　ベセル教授一金牌（天険油壷に出し）

　　　　　　　　シユマ〈ル敏授一金牌（多くの天文表及びナノ・リヒテン誌登行に

　　　　　　　　　　　封し）

1830年1月8日，W．リチヤドソンー金牌（アベラシオン恒数の研究に封し）

　　　　　　　　エンケ教授一一金牌（新心レリン暦表に等し）

］831年1月14H，ケ1タ1大佐一金牌（直立浮遊筒の寒明にi旧し）

　　　　　　　　ダモアソ1男三一金牌（太陰論及び太陰表に封し）

1833年1月11日，エアリ教授一金牌（金星と地球との長調攣動の嚢見に凄し）

1835年1月9日，ジョンソン中尉一金牌（南天の606星の目録に封し）

1836年1．月8日，サ1」．ノ・1シエルー金牌（PlliLTransに登表せる星雲目録に封し）

工837年1月13日，ロ1ゼンベルゲル敏授一金牌（ノ・レイ彗星の研究に封し）

1839年1月U日，」・ロテスリ｝氏一金牌（1318個の星の赤纒目録に回し）

1840年1月10E，　J・プラ可ナー金牌（其の著し月の運動の理論「に封し）

1841年1月8日，ベセル教授一金牌（白鳥座61座の空蝉襯測及び研究にi嬉し）

1842年1月14日，ノ・ンゼンー金牌（天丈力學の研究に封し）

1843年1月13日，ベイリ氏　　金牌（Lカ・ミンヂシ法「により地球の平均密度の研究に

　　　　　　　　　　　封し）
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1845年1月10日，W．H・スミス大尉一金牌（Lベドブオド目録「に封し）

1846年1月9日，G．B．エアリ博士一金牌（1750－1830年間グリ＝チにて槻測せる遊

　　　　　　　　　　　星の研究に樹し）

1848年1月14日，G・B・エアリ博士一賞状（グリ＝チ天文毫の月の槻測整理にi封し）

　　　　　　　　∫．C，アダムス氏一賞状（海王星の登見を導きし研究に封し）

　　　　　　　　アルゲランヂル教授一賞状（恒星目録に継し）

　　　　　　　　G．ビショップ氏一賞状（天文學的登臨を指導する天丈塁の資金に

　　　　　　　　　　　姦し）

　　　　　　　　G．エヴエレスト中佐一賞状（インデアン，ア1クの測定にi通し）

　　　　　　　　サ1　J．F．W．ノ・1シェル氏一賞状（南極氣象に關する事業に甥し）

　　　　　　　　ハンゼン敏授一賞状（太陰論及び行動の計算に試し）

　　　　　　　　M．ヘンケ氏一賞状（二小遊星，アスbロア，ヘベの讃見に封し）

　　　　　　　　．T．R．ヒンド氏一賞状（二小遊星，イリス，フロラの登見に醤し）

　　　　　　　　M．U．T．L．　y“　1リエル氏一賞状（海王星の登見を導きし逆撮動問題

　　　　　　　　　　　の研究に封し）

　　　　　　　　サiJ．ラボック帰一賞状（擾動理論の研究に噂し）

　　　　　　　　M，M．ゾィゼ五一賞状（ベッセル帯の恒星目録に面し）

1849年2月9日，W．ラッセル氏一金牌（赤道儀の完成並びに之に依る登見に醤し）

1850年2月8日，M・O・ストルーペ氏一金牌（歳差の常婁如（關する論文に輸し）

1851年2月15日，アンニバ1ル，ド，ガスパリス博士一金牌（三遊星，ヒゲイヤ，パル

　　　　　　　　　　　テノープ，エゲイヤの登見に二i姦し）

1852年2月13日，C・A・F・ピ1タ1ス博士一金牌（恒星説差及び章動の常数に關する

　　　　　　　　　　　論文に：i騙し）

1853年2月11日，J・ラツセルノ・インドー金牌（八遊星の8Ak見，並びにその他の登見

　　　　　　　　　　　に封し）

1854館2月10日，M・C・ラムカ1一金牌（12000個の恒星目録とその他の業務に回し）

1855年2月9日，R・W・R・ドiズ氏一金牌（天交心的業務に忙し）

1856年2月8日，ロバ1ト，グラント氏一金牌（。物理動的天丈史、の著作にi封し）

1857年2月13日，M・シユワ1ベー金牌（太陽黒購の週期に醒する登見にi封し）

1858年2月12H，ロバ1トメエ可ンー金牌（協會紀要の彼の特輯に封し）
玉859年2刀11日，R．C。カ1リン1・ン氏一金牌（3735個の週極星のレッドヒル目錐に

　　　　　　　　　　　丸し）

1860年2月10日，P・A・ノ・ンソン教授一金牌（太陰表に甥し）

1861年2刀8日，M．H．ゴiルドシユミツトー金牌（13個の小遊星乃登見及びその他

　　　　　　　　　　　の襲見に堅し）

1862年2，月14日，ウ“　1レン，ド，ラル1氏一金牌（八丈學研究，特に爲眞術の財用に

　　　　　　　　　　　強し）

1863年2月13日，アノレゲランダi敏十一金牌（北天の研究にi課し）

1865年2刀10日，G．D．ボンド砂礫一金牌（ドナチ彗星に封ずる業務及びその他の研

　　　　　　　　　　究にi射し）
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　　　　　　　　光度明るい快速小遊星（1935　HH）

　南恥部利加聯邦ヨノ、ネスブルグに在るユニオン天文憂に於て，ヂヨンソン

氏（：E．L．　Johnson）がフランクリン・アダムス爲眞儀（Franklin－Adams　star

Camera）を以てフィンレ1彗星捜索中，偶然獲亡した小遊星は光度が明るい

鮎と，速度の速v・鮎で注意を惹かれてみる，此の小遊星は1933HHと馨りの

名を與へられてるるが，獲見當時の槻測を記すと下の通りである・
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　此等及び其の後のヂヨンソン氏の観測に依って，カ1ルステツト博士（A．

Kahrstedt）が計算した軌道要素及び位置豫報は次の如くである．
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　　　　　　　此等の軌道要素は未だ不確實であって，此れが修正には今後

の観測を待たなければならぬ次第である．

　　　　　　　　　　　山本博士よリ第va信

　十日聞の航海も終りました．これから上陸します．市街の背後に白い天文

盛が見えてゐます，

　　五月二十二日　　　　　　　　ピクトリヤにて　　山　本　一4清

故中村要聯隊　L反射望遠鏡の研究「　　　　　　　　　品　　　切

1932年天文年鑑　　　　　　　　　　　　　　　　　　品　　　切

　　　　　　　　　　　　　　　　東亜天文協會事務室


